
離島の玉手箱プロジェクト「島リレートーク」レポート 

第２回 奥尻島 新村 卓実 町長（奥尻町） 

北海道奥尻高等学校における高校魅力化の取組について 

 

島リレートークは、「離島の玉手箱プロジェクト」の取組の一つで、道内各離島町長が持

ち回りで講師を務める連続セミナーで、テーマも町長が関心のある事や、町長目線の島

の魅力など様々。町長だからこそ知っているその島のお話しを聞くことができる大変貴

重な機会です。 

 

昨年９月に、第１回目を開催して以降、新型コロナウイルス感染症の影響から、なかな

か第２回を開催できませんでしたが、今回、奥尻町の新村町長をお迎えし、北海道奥尻

高等学校における高校魅力化の取組について、ご講演いただきましたので、当日の様子

を少しご紹介します。 

 

奥尻町についてご紹介 

まずは、奥尻町についてご説明がありました。 

特産品はウニとあわび。 

特に、ウニが旬の夏は道内外問わず、多くの 

観光客が来島。 

島の山間部はブナ林に覆われており、 

ミネラル分の豊富な水がたっぷり。 

しかも、北海道の離島で稲作をしているのは、 

ここ奥尻島だけ！ 

 

 

道立から町立へ。 

北海道奥尻高等学校 

 

平成 28年度に道立から町立移管。 

平成 29年度には、同敷地内に併設の中

学校の統合とあわせて、連携型中高一

貫教育を開始。 

また、生徒の全国募集（離島留学）もス

タートさせ、メディアでスクーバダイビ

ングが取り上げられたことなどから、学

区外からの入学希望者が定員の 20 名を

大きく超える状況が続いています。 

奥尻島には魅力がたくさん    離島北限のブナ 

夏が旬のウニ 

「スクーバダイビング」が入学のきっかけに 



様々な先進的な取組を実施 

まなびじま奥尻プロジェクト 奥尻島まるごと学校として、地域を担う人材を育成 

町おこしワークショップ 高校生の目線で企画立案、専門家・企業に提案 

ＷｉＦｉニーネー 
ネット環境を利用して、現役大学生の「お兄

に－
さん」

「お姉
ねー

さん」から学習のアドバイスをもらえる 

English Saloon 
90 分間すべて英語で行う英会話教室により、英語コ

ミ力の向上や、世界への発信力を磨く 

オクシリイノベーション事業部（ＯＩＤ） 

部活動を支援する部活動。 

島外への大会参加に伴う遠征費の負担を解決す

るため、当初は有志の生徒３人によるクラウド

ファンディングで支援金を募集したことが始ま

り。現在は部活動化し、各種イベントで奥尻島の

特産物やＯＩＤオリジナルグッズを販売してい

ます。 

 

次回は利尻富士町 田村町長！ 

次回は、2/12(土)にイオン発寒店にて、 

利尻富士町 田村町長にご講演いただく 

予定です。 

新村町長から田村町長へ、まさしく 

“リレー”のように、バトンが受け 

渡されました。 

 

 

 

 

 今回は、北海道議会庁舎１階ホールを使

用した初めてのイベントでしたが、前回

に引き続き、多くの離島ファンの皆さま

にお越しいただきました。 

誠にありがとうございました。 

 

次回もお楽しみに！    数多くの離島ファンにお越しいただきました。 

新村町長から田村町長にバトンタッチ 


